
　福岡市は 2018 年 4 月から、 典型的とされてい
ない性自認や性的指向を持つマイノリティの方の
パートナー関係を尊重するために 「パートナーシッ
プ宣誓制度」 を始めました。 この制度の導入は、
全国では７番目、 政令指定都市では札幌に次ぐ２
番目、 九州では初めての導入となりました。
本展は、 福岡市の 「パートナーシップ宣誓制度」
を記念し、 またこのような状況を受けて、 当館の
コレクションから LGBTQ の当事者の作品および現
代アジアにおける多様性社会の在り方を問う作品
を紹介します。

　展示の前半では、 「LGBTQ」 という言葉が存在
しなかった 1930 年代の写真作品や、 欧米を中心
に広がった性的マイノリティの権利を求める運動が
活発になった 1970 年代に描かれた絵画、 そして
「LGBTQ」 という言葉が世界的に認知された 1990
年代から 2000 年代までの写真や彫刻を合わせて
紹介します。
　展示の後半では、 1950 年代から欧米を中心に
繰り広げられた公民権運動をきっかけとして生まれ
た、 「あらゆる差別や排除を否定し多様性を認め
合う社会＝多様性社会 （ダイバーシティ）」 という
言葉をキーワードに、 それらを構成する外国人労
働者や外国人花嫁など、 時として現代社会の周縁
に置かれる人々を鮮明に描き出した 1980 年代か
ら現在までの作品を紹介します。

　異なる時代に活動した性的マイノリティの当事者
である美術家たちの作品と、 多様性社会の在り方
を問う作品を紹介する本展を通じて、 「少数派 （マ
イノリティ）」 とされる人々の存在を知る ・理解する
と当時に、 「多数派 （マジョリティ）」 とは誰であり、
それはどういうことなのかを考える契機となれば幸
いです。

「LGBTQ」 とは︖
女性が女性を恋愛対象とする人（レズビアン
／ Lesbian）、 男性が男性を恋愛対象とす
る人（ゲイ／ Gay）、 性別に関わらず恋愛対
象になる人（バイセクシュアル／ Bisexual）、
生まれた時に割り当てられた身体の性別とは異
なる性別を生きる人（トランスジェンダー／
Transgender）、 性的マイノリティの総称であ
るクィア（Queer）と、 自らの性別がわからな
い ・ 意図的に決めていないを表すクエスチョニン
グ（Questioning）を合わせた言葉です。
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